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チューリップ球根栽培の省力化について

1 .はじめに

富山県では，主に水田裏作でチューリップ球根

が生産されている。県内には大河川によって形成

された扇状地が広がり 球根生産に好適な透水性

の高い砂壌土の水田が多い。また，ほ場の用排水

施設が完備されており 稲刈り後にスムーズに球

根を植え付けることができ チューリップの生育

時には，豊富な用水量を利用した畝開港水や徹底

した排水が行えるなど チューリップの栽培条件

が広範囲にわたって整っている。

しかし， 1988年からオランダ産球根の隔離検

疫制度が緩和され安価な球根が大量に輸入される

ようになり，圏内での球根単価が低迷したことか

ら1993年には6，118万球であった球根出荷量が，

2005年には2，720万球にまで減少した。

また，チューリップ球根生産における作業時間

のピークは， 10月の植え付け期， 4"'5月の病株

抜き取り・摘花期， 6"'8月の
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このような状況の中 富山県では経営コストの

削減による生産基盤の強化を図るため，関係機関

が連携して省力・低コスト栽培の普及を推進して

いる。ここでは，植え付け，病株抜き取り，収穫

・調整， という 3つの作業を軽減するための省力

化に向けた取り組みを紹介する。

2. 植え付け作業の省力化

富山県でのチューリップ球根植え付け(1日30

"'45a) の慣行法は ①肥料や土壌改良資材など

を散布し，ほ場を全面耕起する， ②耕起したほ場

の畝になる部分に専用の植え込み機(写真 1)に

よって球根を 6条で落としていく， ③約10人の人

手によって株間や球根の向きを手直しする，④覆

土機を用いて覆土する(写真 2) という手順であ

る。ほ場 1枚を 耕起から植え付け・覆土まで 1

日で終わらせるために 植え付けには多くの人手

が必要である。また 降雨の後に作付け予定ほ場

収穫・調整・出荷期と 3回あ

り，それらに加え，チューリッ

プ栽培ほ場の確保や経営面積の

拡大を目的とした水稲作業受託

面積の拡大により，生産農家で

は労働の負担が一段と大きく

なっている(館ら1997)。機械

利用の程度を動力運転時間の構

成比で見ると， 1995年の調査

ではチューリップの植え付け作

業は合計で10.8%，収穫作業は

10.6%であり，水稲作ではそれ

ぞれ22.7%，42.2%であったこ

とから，チューリップ球根生産

における機械化の遅れが著しい

写真 1.球根植え込み機による植え付け作業の様子

ことがわかる。
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写真 2. 手直しと覆土作業の様子

の植え付けができるようになるまでに乾くには 3

日程度かかる。天候が不順な場合は，植え付け作

業の可能な日数が限られてしまうため，天候の不

安定さが生産規模拡大を制限する大きな要因とな

っていた。

そこで，雨の心配をせずに安定して植え付けす

ることを目的として 県内の球根生産者藤崎祐一

氏により， I整畦植え込み機J(写真 3)が考案さ

れ(藤崎 1997)，2000年に製品化された。これ

写真 3. 整畦植え込み機による植え込み作業の様子

により， [植え付け前〕天候が

安定した土壌水分の少ない時期

に， ①ほ場に土壌改良資材を散

布し， ②成形ロータリーなどで

あらかじめ畝を形成する， [植

付け時〕整畦植え込み機によっ

て， ①その畝をロータリーで耕

起しながら， ②5本の直立の鋼

管を通して土中に球根を落と

し， ③後方の整畦板によって畝

を再形成する，という畝立て後

植え込み方式が可能となった

(浦嶋1999)。植え付け時はオ

ペレーターの他に補助員 2人で

作業を行えるため，慣行法では

約10人必要であった人手を大

幅に減らすことで 植え付けコストの削減を図る

ことができる。また 整畦植え込み機を利用すれ

ば降雨の合間を縫って植え付けることが可能なた

め，植え付け作業の分散化を図ることができるほ

か，土壌伝染性病害を抑制するために地温が10
0

C

以下に低下してから植え付ける いわゆる「遅植

え」栽培にも対応することができる。

しかし， ①栽植密度:機械の特性上 5条植えと

なり，慣行 (6条植え)の栽植密度にするために

は株聞が狭くなる， ②植え痛み

:鋼管を通して球根が畝の中に

落下する際に，既に発達が始ま

っている芽や根に傷をつけるこ

とがある， ③植え付け限界:遅

く植えることで，年内の発根期

間が短くなる，など生育への影

響やそれによる単収の減少が危

倶された。

そこで，当試験場で整畦植え

込み機によるこれらの問題につ

いて検討したところ， ①栽植密

度:5条植えでも，従来と同じ

栽植密度であれば単収は確保で

きる， ②植え痛み:品種により

芽や根の発達時期に早晩がある

ので，品種により植え付け時期
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を調整する，③植え付け限界:発根期間を確保す

るために，地温が 5oc以下になる前 (11月下旬

--12月上旬)に植え付けを終了すると収量が確

保できる，ということが明らかとなった(飯村ら

2002)。これにより 地温が低下してから整畦植

え込み機を用いて植え付ける 「畦中植え込み栽

培」体系が2003年に確立された。

現在， この機械は省力機械としてだけでなく，

土壌伝染性病害に対する耕種的防除技術(築尾ら

1997，多賀ら2001) として普及を推進しており，

土壌伝染性病害に感染しやすい品種を中心に「遅

植え」栽培を行うよう普及指導センターなどが指

導している。

で，オランダで実用化されている「フローレ ッ

ト」を利用した病株除去方法を導入できるように

農薬登録の適用拡大について検討した。

専用器具フローレット(写真 5) を用い，第 2

葉展開期 (4月上旬)から開花20日後の聞に

第 1葉(最下位葉)の茎に近い部分にジクワ ット

.パラコート液剤を 1株当たり 1ml滴下処理し

た場合，球根をほぼ枯死させることが可能であっ

た(井上ら2007)。その結果，ジクワ ット・ パラ

コート液剤(プリグロ ックスLまたはマイゼット)

の，チューリ ップでのウイルス擢病株の枯殺に

対する適用拡大が 2006年11月に認められた

(表 1)。

写真 4. やり(フオーク) 写真 5. フローレット

3. 病株抜き取り作業の省力化

ウイルス病などの病気にかかった株の抜き取り

は， Iフォーク」または「やり」と呼ぶ農具(写真

4)を使って行っているが 晴天が続いて栽培ほ

場が乾燥してくると畝が固くなり，抜き取り作業

が困難になる。また 整畦植え込み機による植え

付けでは球根の向きや株聞が不規則になるため，

球根が土中に残る フォークを刺した場所に球根

がない，など病株の抜き取りが難しくなるうえ，

抜き取り時に隣接株を傷つけることもある。そこ

表， .除草剤によるウイルスa寵病株除去法

滴下量
1.0ml/株

(フローレ ット3押し分)

滴下位置 第 1葉の着生部付近

滴下時期 第 2葉展開期~開花20日後

(注意)
使用できる除草剤:プリ グロックスL、マイゼット
10a当たりの使用量 :2000ml!10a 
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写真 6. ポテカルコによる掘り取り作業の様子

これにより，作業姿勢の改善や労力の軽減にな

り，労働負担も大幅に軽減されると ともに，抜き

取り株を袋に入れて持ち運ぶ作業もなくなったた

め，病株の除去作業速度が大幅に向上した。ま

た，同一時間で処理できる面積が拡大するため，

今まで以上に球根品質の向上が期待される。

4. 収穫・調整作業の省力化

収穫作業では，畝の表層(球根の覆土部分)を

削った後，掘取機によって地表に掘り上げた球根

を，多くの人手によって拾い集める必要がある。

その際，作業員は腰を曲げる時間が長く，また，

袋に球根がたまるにつれて重量も重くなることか

ら，労働負担の極めて大きい作業である。

近年，チューリ ップ用に改良したジャガイモ収

納機「ポテカルゴJ(写真 6) が一部生産農家や

農業公社に導入されている。これにより，膝や腰

を曲げ重い袋を持ちながら行う収穫作業から解放

されるとともに，効率化により作業人員の削減も

可能である。

一方，球根の水洗 ・初期乾燥後に

行う，球根の古皮や根を取り除く調

整作業については これまでに様々

な省力機械が開発されている。しか

し，球根に傷が付くという問題がい

まだ解決されていないため，生産者

は調整作業を機械に頼らず手作業で

行っている。掘取りから 1'" 1.5か月

後の球根出荷時期までに調整・選別

作業を終わらせる必要があり，多く

の人手を確保しなければならない。

そのため大規模生産者は自分の作業

場だけで間に合わない部分について

は，作業場所の確保やコストの削減

を目的に，個別に営農組合などに外

注している状況である。しかし，ほ

とんどの生産者は 自家労力を含め人手をかけて

除根調整作業を行っており 早急な機械の改良 ・

開発が望まれる。

5. まとめ

以上述べたように チューリ ップ球根生産には

水稲作と比較して非常に多くの人手がかかってお

り，労働負担の軽減やコス トの削減を図るために

省力化を進めている。

生産者の中には 「手に勝る機械なし」という

信念のもと，従来型の手作業中心の作業で生産し

ている人もいるが 現行の方法では生産コストの

うち雇用労賃がその 3"'7割を占めていることか

ら (2001年 砺波農業改良普及センター調べ)， 

輸入球根との価格競争に打ち勝っためには，品質

を維持したままで生産コストの削減ができるよう

に，収穫 ・調整作業などでさらなる省力化技術の

開発を進める必要がある。

今後もチューリ ップ球根の高品質化と生産コス

トの削減によ り，チューリッフ生産基盤の強化を

図っていきたいと考えている。
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